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2016 年秋季年会

年会プログラム

於　愛媛大学

2016 年 9 月 14 日（水）〜 9 月 16 日（金）

日 本 天 文 学 会
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F 会場		 ： 共通教育棟 A3F 
G 会場	 ： 共通教育棟 A3F 
H 会場	 ：共通教育棟 A4F
Ｉ会場	 ： 共通教育棟 A4F 
 J 会場	 ： グリーンホール 

受　         付	 ：共通教育棟 A1F 
ポスター会場	 ：大学会館 3F	  
展示コーナー	 ：	 大学会館 3F		 	 	
会　  議　  室	 ：	 校友会館 2F
懇　  親　  会 	：	 大学会館 1F 生協食堂

　　　　日本天文学会2016年秋季年会プログラム
期　日　　2016 年 9 月 14 日（水）〜 9 月 16 日（金）
場　所　   愛媛大学城北キャンパス（愛媛県）
電　話　　090 - 4387 - 6893  ＜使用期間 2016 年 9 月 13 日（火）〜 9 月 16 日（金）＞

A 会場	 ： 共通教育棟 A1F 
B 会場		 ：共通教育棟 A2F 
C 会場	 ： 共通教育棟 A2F 
D 会場	 ： 共通教育棟 A2F 
E 会場		 ： 共通教育棟 A3F 

月日 会場 9            10             11            12             13            14              15            16            17            18            19　

9月14日
（水）

A

受付

P1.　星・惑　星

昼　休　み ポスター

P1.　星・惑　星

天文教育
フォーラム
（J 会場）

理
事
会

B S.　銀　河　核 S.　銀　河　核

C R.　銀　　　河 R.　銀　　　河

D Q.　星 間 現 象 Q.　星 間 現 象

E U.　宇　宙　論 U. 宇宙論 /V3. 観測機器   

F T.　銀　河　団 V2.　観 測 機 器

G N.　恒　　　星 N.　恒　　　星

H L.　太　陽　系 W2.コンパクト天体

I Y.　教　育・他 X.　銀 河 形 成

J Z1.　データ科学 Z1.　データ科学

9月15日
（木）

A

受付

P1.　星・惑　星

昼　休　み
(代議員総会)

ポスター

P1.　星・惑　星

会員
全体集会

（J 会場）

懇親会
（生協食堂）

B S.　銀　河　核 P2.　星・惑　星

C R. 銀河 / V1. 観測機器    V1.　観 測 機 器

D Q.　星 間 現 象 Q.　星 間 現 象

E V3.　観 測 機 器 V3.　観 測 機 器

F V2.　観 測 機 器 V2.　観 測 機 器

G M.　太　　　陽 M.　太　　　陽

H W1.コンパクト天体 W1.コンパクト天体

I X.　銀 河 形 成 X.　銀 河 形 成

J Z2.　重力波天文    Z2.　重力波天文   

9月16日
（金）

A

受付

K.　超新星爆発

昼　休　み ポスター

B P2.　星・惑　星 P2.　星・惑　星

C V1.　観 測 機 器 V1.　観 測 機 器

D Q.　星 間 現 象

E V3.　観 測 機 器

F V2.　観 測 機 器

G M.　太　　　陽 M.　太　　　陽

H W1.コンパクト天体 W1.コンパクト天体

I X.　銀 河 形 成

J Z2.　重力波天文   
9            10             11            12             13            14              15            16            17            18            19　
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　	 　◎講演数
	 講　　演　　数  ： 合計　660 　
	 （口頭講演（a）：467、　ポスター講演（b）： 157、　ポスター講演（c）： 36）

◎参加登録について（参加者は、当日必ず参加登録をしてください。）
	 2011 年秋季年会より、講演登録費は、講演申込時にお支払いいただく事になっています。
	 2016 年秋季年会より、通常セッションにおける講演は会員に限ります。
　○参加費用
	 	 	 　   　会　員 非会員

	 	 参　  加　  費　　　3,000 円（不課税）　　　　5,000 円（消費税込み）

　　　　　　　　　　　　　　（但し講演ありの場合、参加費は無料）

	 	 講 演 登 録 費　　　3,000 円（不課税）　 10,000 円（消費税込み、企画セッション）　（1 講演につき）

　　　　　　　　　　　　（但し事前支払がない場合は、会員 4,000 円、非会員 11,000 円）

	 	 年 会 予 稿 集　　　2,000 円（消費税込み） 2,000 円（消費税込み）　（購入希望者のみ）

　○参加登録受付場所：受付（共通教育棟 A1F）
　○参加登録受付時間： 9 月 14 日　　10：00 〜 16：00
	 	 	   9 月 15 日　　09：00 〜 16：00
	 	 	   9 月 16 日　　09：00 〜 13：30
	 	 	　※参加費は、会期中に受付にて忘れずにご納付ください。
	 	 　※参加費用支払い時に渡される領収書は、再発行はできませんので、大切に保管してください。
	 	 　※講演登録者は、講演申し込み後にキャンセル等しても、講演登録費の返金はいたしません。
	 	 　※懇親会に参加される方は、隣の懇親会専用の受付にて懇親会の参加費をお支払いください。

◎講演に関する注意

	 １．口頭発表は 10 会場で並行して行います。口頭講演（添字 a）は、口頭発表 9 分、質疑応答 3 分です。
ポスター講演（添字 b）は、口頭発表 3 分、3 講演で 12 分を割り当て、座長の判断で質疑応答を行
います。

	 	 　　　　※時間厳守：講演制限時間を超過した場合は、直ちに降壇していただきますので、
	 	 　　　　　講演者の皆様は制限時間を厳守できるよう特に万全の準備をお願いします。
　
	 ２．ポスター発表（添字 b）、（添字 c）は、9 月 14 日の 10：00 から 9 月 16 日の 13：30 までポスター

会場の指定された場所に掲示できます。終了後は速やかに撤去してください。
	 	 ポスターサイズは縦 180 cm× 横 90 cm です。
　
	 ３．講演には液晶プロジェクターをご使用ください。液晶プロジェクターは、セッション開始前に PC

の接続を確認してください。講演時間は、直前の講演者が降壇した時点から計り始めます。迅速に
講演が始められるよう、次の講演者は前の講演中に PC を接続しておいてください。
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◎会合一覧表

月　日 　　　 時　間 会　場                         会　合　名　　　　　            一般参加可否

9 月 14 日
（水）

　19:15 〜 会議室 理事会 D

　13:00 〜 14:00 B 会場 PASJ 編集委員会議 D

9 月 15 日
（木）

　11:30 〜 12:30 B 会場 理論天文学宇宙物理学懇談会報告会     C

　11:30 〜 12:30 C 会場 代議員総会 D

　11:30 〜 12:30 D 会場 宇宙電波懇談会集会 C

　11:30 〜 12:30 E 会場 高エネルギー宇宙物理連絡会報告会 B

　11:30 〜 12:30 G 会場 太陽研究者連絡会・運営委員会 D 

9 月 16 日
（金）

　11:30 〜 12:30 B 会場 天文・天体物理若手の会総会 C

　11:30 〜 12:30 C 会場 SKA-Japan 定期会合 A

　11:30 〜 12:30 G 会場 太陽研究者連絡会・報告会 C

　11:30 〜 12:30 H 会場 光学赤外線天文連絡会総会 C

	
	 	 ※一般参加可否の説明（オープン化の程度）
	 	 　A: 誰でも大歓迎で是非来てほしい
	 	 　B: 興味を持った人には広く門戸を開いている
	 	 　C: 関係グループ向けのものだが部外者も特に拒みはしない
	 	 　D: 関係者のみにクローズした非公開の会合

◎会期中の行事

月　日 　　　 時　間 会　場 行　事　名

9 月 14 日
（水）

　17:30 〜 19:00 J 会場 天文教育フォーラム

9 月 15 日
（木）

　16:00 〜 17:00 J 会場 会員全体集会

　17:30 〜 大学会館 1F 生協食堂 懇親会
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◎天文教育フォーラム：「STEM/STEAM 教育と天文学」　　　　　 共催：天文教育普及研究会　　
	 日　　時	：	2016 年 9 月 14 日（水）17：30 〜 19：00　 
	 場　　所	：	J 会場
	 概　　要	：	近年 STEM 教育という言葉がしきりに聞かれるようになった。STEM 教育とは Science( 科学 )、

Technology( 技術 )、Engineering( 工学 )、Mathematics( 数学 ) に重点をおき、それらを横断的かつ総合
的に学ぶ教育を推進していこうという、世界的な動きである。特に米国では学校教育のほか、EPO 活動、
アフタースクール、サマースクールなどの取り組みが、研究機関、高等教育、社会教育施設で盛んに行わ
れている。日本では、大学の工学部において大学の質向上やアウトリーチ活動として、プログラミングや
ロケット教室など、いち早く取り組みが進んでいる。

　	 		 近代天文学は、研究や役割り分担が細分化されているが、観測機器の設計、観測、データ解析、データの
可視化といった STEM を総合した分野であり、さらにデータの可視化においては美術的な要素も含まれ
ている。海外の科学館等では STEM に Art（美術）を加え、「STEM から STEAM へ」という動きもあり、
データの可視化に重点を置きつつある。天文学は、科学・技術・芸術・哲学など総合的に学問を扱う稀有
な分野で、STEM/STEAM 教育の実践の場として理想的な面を備えている。大学での STEM 教育の取り
組みと、科学データをドーム空間という特殊な空間に再現する可視化の技法についての話題提供とパネル
ディスカッションを通じて、天文学を用いた STEM/STEAM 教育の現状と今後の可能性を探っていく。

	 話題提供（予定）： 山崎政彦 ( 日本大学 )
　　　　　　		       武田隆顕 ( 国立天文台 )
	 ファシリテータ ：木村かおる（科学技術館）
	 費　　用	：天文教育フォーラムのみの参加費は不要です。天文学会年会受付で、その旨お伝えください。
	 実行委員	：大山真満、木村かおる、鴈野重之、山根弘也

◎日本天文学会公開講演会：「宇宙の誕生と進化」　　
	 日　　時	：	2016 年 9 月 17 日（土）13：00 〜 16：30　 
	 場　　所	：	愛媛大学城北キャンパス　南加記念ホール
	 対　　象	：	中学生以上 , 一般向け
	 概　　要	：	「宇宙の誕生と進化」を理解しようとする宇宙論の分野は近年急速に進展しています。宇宙の年齢も精密

に知られるようになり、宇宙が膨張する様子も詳しくわかってきています。この講演会では、最新の研究
から理解されてきた宇宙の姿を、平易に解説します。

	 講　演 1	 ：	「星の誕生と進化」　山岡均氏　( 国立天文台　天文情報センター　准教授 )
	 	 		 宇宙を形づくる基本である星の誕生と進化について解説します。星がその一生の最後に起こす超新星爆発

の観測は、宇宙の進化を探る上で重要な役割を担っていることを紹介します。
	 講　演 2	 ：	「超新星で探る宇宙の誕生と進化」　土居守氏　( 東京大学　理学系研究科　教授 )
	 	 		 超新星の観測から宇宙の膨張のスピードが加速していることがわかってきました。超新星の観測で探る宇

宙の姿を、観測の現場の様子の紹介を交えながらわかりやすく解説します。
	 講　演 3	 ：	「大規模構造で探る宇宙の誕生と進化」　高田昌広氏 ( 東京大学　カブリ数物連携宇宙研究機構　教授 )
	 	 		 宇宙初期のわずかな物質のゆらぎを種として、銀河や銀河団が生まれ大規模構造とよばれる宇宙の構造が

作られてきました。その様子を観測と理論の両面から解説します。
	 申　　込	：入場無料 , 参加申し込み不要です。

◎進路相談コーナー：　　
	 日　　時	：	2016 年 9 月 15 日 ( 木 ) 11:30 - 13:30
	 場　　所	：大学会館 3F （ポスター会場横）
	 概　　要	：大学院生及びポスドク研究員のみなさん、日々研究を進めるなかで将来について迷いや相談したいこと

があったりしませんか。 キャリア支援委員会ではそのような皆さんの進路選択の一助になればと、前回
に引き続き進路相談コーナーを開催します。

	 	 		 相談役には、大学や研究所などのいわゆるアカデミックポジション以外の道を選び、天文学とその周辺
分野で学んだことを活かし、社会のさまざな場で活躍する先輩方を中心にお招きする予定です。お昼ご
飯を持ち込んで相談していただいても構いません。

	 	 		 ぜひ足を運んでみませんか？もちろん相談内容に関する個人情報や秘密は厳守されます。
	 	 		 なお、相談役の方々の具体的な職種等については当日、会場にてお知らせします。
	 主　　催	：日本天文学会キャリア支援委員会
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年会会場
愛媛大学城北キャンパス

赤十字
病院前

道後温泉

上一万

大街道

松山市駅

JR松山駅

松山城

伊予鉄
市内電車

松山観光港

松山空港

秋季年会会場　愛媛大学城北キャンパスのご案内

● JR 松山駅から

　　伊予鉄市内電車 ( 環状線 1 番 ) 古町方面 ( 約 20 分 )　赤十字病院前下車　北へ徒歩 2 分

● 松山空港から JR 松山駅まで

  空港リムジンバス　松山市駅行き　または　道後温泉駅前行き ( 約 15 分 )　JR 松山駅下車

● 松山観光港から JR 松山駅まで

　松山観光港リムジンバス 松山市駅行き　または　道後温泉駅前行き ( 約 20 分 ) JR 松山駅下車



7

公開講演会
南加記念ホール

受付
A～I会場

共通講義棟A

1F  懇親会•生協食堂
3F  ポスター会場
　　大学会館

J会場
グリーンホール

ATM

赤十字病院前

2F 会議室
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講24

講35

講34 講33

講23 講22

講13
ピア＠カフェ

（学生による　　学生支援室）

グリーンホール

GH

講12

男子
WC

エレベーター（身体障がい者用）

エレベーター

エレベーター

エレベーター

女子
WCWC

男子
WC

女子
WC

男子
WC

女子
WC

男子
WC

女子
WC

講21

講11

講32

講31

講41

講42
講43講44

講45 ４
階

３
階

２
階

１
階

講演1

スタディ・
ヘルプ・
デスク

グリーンホール

A受付

B
C

D

EFG

HI

共通講義棟A 5階部分省略

J

EV

男子 WC

女子 WC

ポスター 
展示

コーナー

進路相談
コーナー

大学会館 3 階












